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論　　文　　の　　要　　旨
　中国北部の華北には旧古生代の地層が広く分布し，古くリヒトホーフェンの研究以来多くの層序学
的・古生物学的研究が欧米，日本ならびに中国の著名な研究者達によって100年以上にわたって行わ
れてきた。特にこれらの研究によるオルドビス系の生層序学に関しては，東アジアはもとより世界の
標準層序の一つとなってきた。しかし，これらの研究も最近の世界の生層序学や古生物学の著しい進
歩からみると，詳細な年代論・対比論・古生物地理論などで決して十分とはいえなくなり，詳細な再
検討が強く望まれていた。著者が長年北京大学にあって，華北の広範な地域での旧古生代の地層の層
序学的ならびに古生物学的研究に従事し，多くの成果を公表してきた。特に1988年には中国では始め
てのカンブリア系のコノドント化石の総括的な研究を筑波大学地球科学系紀要に公表し，その成果は
世界的な注目を集めた。本研究はその続編ともいうべきもので，中国北部に広く分布する申部・上部
オルドビス系のコノドント化石の古生物学的ならびに詳細な化石層序学的研究である。
　著者は華北のオルドビス系の堆積盆地を3つのsubprovince，北部・中央南部・西部に区分し，そ
れぞれの堆積盆地で好露出の得られるFe㎎fe㎎（峰峰），Shetai（余台），Taopupo（桃曲披），
Zhuoz1sh狐（卓子山），L㎝g聰end㎝g（龍門洞）の5つの代表的な地層断面の層序を野外で詳細に再検
討し，主として炭酸塩岩をサンプルとして多数採集した。これらは室内で酸処理され，多くのコノド
ント化石が抽出された。なかでも中央南部地域のオルドビス系は層序がほぼ完全に揃い，かつコノド
ント化石の産出が顕著で，下記のような6化石帯が新たに設定された。
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上部オルドビス系
　　桃曲披層（上部）・…γαo伽〃og舳肋㈱ツαo肋仰㈱づs　Zone
中部オルドビス系
　　桃曲披層（下部）・…γα脇伽og伽肋㈱榊｛榊脇g馳㈱｛3Z㎝e
　　　　　　　　　　　　τα8％物α〃ogκα肋〃89湖6｛〃8－Tα∫悦物ακog拠α肋猟∫㈱秘肱切9物施肋∫Zone　　耀県層…　　’→
　　　　　　　　　　　　Tα8泌糀α例og椛α肋倣83肋oん泌α刎ん勿％3｛∫Zone
峰峰層
　八徒部層…
　閣庄部層…
’Tα8榊α〃ogηα肋％3∫づ8ん％召〃∫｛8－E初3榊od〃s妙伽s　Zone
…　∫oαηdod〃sんαη∂ω惚〃3兆Zone
　著者はさらに断片的ではあるが，北部ならびに西部地域からもコノドント化石を多数抽出し，標準
的な申央南部地域のものと詳細に対比した。また多くのコノドント化石を同時代の韓国，申国南部（華
南），北米申央大陸地域，オーストラリア，シベリア，北西ヨーロッパなどから報告されているもの
と古生物学的に比較して，対比論を広範囲に展開すると共に古生物地理的な視点から化石群集を解析
した。
　対比論で注目すべき成果の一つは韓国との関係である。朝鮮半島ならびに華北には古くからシルル
系は存在しないものとされてきたが，1980－1984年にかけて韓国からシルル系コノドント化石の報告
がなされ，従来の定説を覆すものとして注目された。しかし著者はこれらの化石を華北のものと詳細
に比較検討し，その時代がオルドビス紀のものであることを明確にした。
　また古生物地理区の解析からも朝鮮半島に関連して下記のような興味深い結論を得ている。従来の
定説として朝鮮半島のオルドビス系を含む旧古生界は，北朝鮮は華北の北シナ地塊に，沃川構造帯以
南の韓国のそれは楊子江南部の楊子地塊に属するものとされてきた。これらは三葉虫や頭足類などの
大型化石や構造地質学的見地からも広く支持されてきた。しかし本研究では華北のコノドント化石群
は韓国南部から報告されたものと酷似するものの，華南のそれとは著しく異なる化石群であることが
明らかにされている。この古生物地理的な新知見は，日本列島と朝鮮半島を含む東アジア全般の地質
構造発達史を考察するうえで，今後見逃すことの出来ない資料となるであろう。
　著者はさらに華北のコノドント化石群は地理的に近いシベリア地塊のものとは類縁性に乏しく，現
在は極めて遠隔の地にあるオーストラリアや北米中央大陸地域のものにより類縁性があるという興味
深いことも明らかにしている。この結論は最近の汎世界的なコノドント化石群の古生物地理区の研究
や，古地磁気による旧古生代に於ける大陸の配置の見解と多分に整合性がある。
　古生物学的な研究では，識別された多くの種属のうちから，重要な種を㎜u1tie1eme耐室aXonO㎜yの
視点から分類して詳細に記載した。このなかには5新種が含まれている。さらにオーストラリアのタ
スマニアから最初に報告されたTα8㈱α〃og伽伽8属と華北で著者が最初に提唱したγαo伽㈹g伽伽∫
属の系統関係を考察し，両属の各種の進化を明らかにして生層序学的な重要性を指摘した。
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審　　査　　の　　要　　旨
　本研究によってもたらされたコノドント化石による華北の旧古生界の新しい生層序学的な研究は，
著者の1982年のカンブリア紀コノドント化石の研究と合わせて飛躍的に進展したと言っても過言では
ない。本研究は申部・上部オルドビス系の時代論，対比論に多くの新知見をもたらし，コノドント化
石の古生物地理的な検討から汎世界的なオルドビス紀の古地理や，東アジア全般の地質構造発達史に
大きな影響を与える新しい資料を提供した。
　本研究はかなり広範な地域の露出条件の異なる地質断面を扱った関係上，各断面に試料採集上の整
粗が認められる。また多くの個体数のコノドント化石を古生物学的に解析してはいるが，単位体積当
たり出現個体数などの統計的な処理がなされていない点にやや難がある。この点は本論文の価値を大
きく損なうものではないが，著者が比較している北米大陸申央地域やヨーロッパの標準断面などでは
詳細な統計的取扱がなされているので，将来華北の模式断面でそのような視点からの再検討が望まれ
る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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